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平成 28年度特定鳥獣の保護管理に係る研修会（カワウ上級） 

 
対 象：都道府県の鳥獣行政担当者、水産行政担当者、市町村担当者 

 

 

開 催 日：2016 年 11 月 9 日(水)～11 月 11 日(金)  2 泊 3 日 

場  所：山梨県立図書館交流ルーム 

 

講師と科 目：野川裕史（最新の鳥獣保護管理制度の概要） 

：加藤ななえ（カワウの生態と最新の生息状況） 

：山本麻希（管理の考え方） 

：坪井潤一（モニタリングが支える管理） 

：芦澤晃彦（山梨県の管理 任意計画の下のねぐら管理と繁殖抑制による個体群

管理） 

：諏訪正明（群馬県の管理 特定計画の下のシャープシューティングによる個体群

管理） 

：地域診断と処方の進め方（山本麻希） 

：カワウ対策予算の獲得（山本麻希） 
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モニタリングが支えるカワウの個体群管理と飛来防除対策 

坪井潤一（水産総合研究センター） 

はじめに カワウの個体数、飛来数の定期定点観察（以下モニタリング）は、漁業協

同組合（以下漁協）から最も評価されないカワウ対策の一つである。私自身「てぬる

い」「観ている暇があれば 1 羽でもいいから撃ち落として欲しい」等々、山梨県で毎月

20 日に行われている飛来数モニタリング調査が始まった頃は、散々な言われ方をして

きた。しかし、現在でも県内 10 箇所でモニタリング調査は継続されていて、しかも、

漁協組合員自らが観察を行っている。本発表では、モニタリング調査の必要性を説明

したい。 

モニタリングが支えるカワウ対策  

①まずは、現状把握が可能となる。「最近、カワウがたくさん飛んでくるようになった」

ではなく、「飛来数が前年同月比で 2 倍に増えた」でないと、（たとえ一部であっても）

税金を使って行うカワウ対策に、一般市民は納得しないだろう。 

②被害軽減対策の効果測定が可能となる。何らかの被害軽減対策をした際、対策の前

後で個体数や飛来数がどう変化したか、モニタリングを行って初めて分かる。カワウ

対策は長期戦である。今、季節は春だとする。3 年前、5 年前の春と比べて、カワウの

個体数は増えているか、減っているか、蓄積されたデータが教えてくれる。 

③県内あるいは流域内のどこに何羽のカワウが生息し、どこに飛来しているか。これ

が明らかにならない限り、被害発生エリアを特定できない。被害エリアがわからなけ

れば、カワウの群れ（ねぐらやコロニー）をどこに置いておくかの議論もできない。 

④何羽のカワウが水産被害を生じさせているか。個体数とカワウの胃内容物組成がわ

かると、水産被害額を算出できる。この金額は議会対応でもインパクトのある数値と

して重宝される。モニタリング調査の「費用対効果」は決して低くない。 

⑤最後に、被害を受けている漁協組合員自らがカワウを観察し計数することで、カワ

ウやカワウの生態に関する意識、知識が深まることが、モニタリングを行う最も意義

深い点だと私は信じている。“てぬるい”発言をした組合員から「最近、カワウが飛ん

で来なくて寂しい」と言われたのは、このことを物語っている。 

※参考 モニタリングマニュアル「カワウを数える データをまとめる 地図化する」 
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モニタリングが支えるカワウの
個体群管理と飛来防除対策

研)水産機構 中央水研 内水面セ 坪井潤一

カワウ対策の全国共通のコンセプト

Think globally

Act locally

広域的な視点でカワウ個体群をとらえ

自分の漁場で、できることから実践する

カワウとうまく付き合う

モニタリング

個体群管理（ねぐら・
コロニーの位置）

餌場での
飛来防除対策

対策の
効率化

最新版マニュアル

「カワウを数える」で検索

3つのモニタリング
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①飛来数調査

釜無 笛吹
桂

道志

塩

6

12
7

3
都留

西湖 河口湖

150

3

31

河川名

飛来数

飛来方向

6

山中湖

50

0

310

コロニー

50

3

15

→最新情報の共有

コロニー

毎月20日、県内10定点で漁協組合員が

山梨県内一斉飛来数調査

※日の出30分前から2時間観察

飛来数モニタリング研修in岩手 あれはカラスだね？

カワウです！！！！！ ②新しいねぐら・コロニーを探す！

夕方に、カワウがねぐらに帰る方向を観察、追跡

餌場

河川

ねぐら

新ねぐら？

・内水面漁連や県の担当者に報告しましょう

・除去するのであれば、早めに生分解性テープ
を張りましょう

・対策後、元のねぐら・コロニーに戻ったのか、
周辺も含めて

新しいねぐら・コロニーが見つかったら・・・

あれ？一部のカワウは違う方向に帰るぞ！？
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カワウドライブ

環境条件は、
人がアクセスしにくい「水辺の樹木」

以前、繁殖コロニーやねぐらがあった場所
や、それに似た環境

夕方に飛んで行く方向をモニタリングする

2箇所目をどうやって見つけるのか？

カワウドライブ

環境条件は、
人がアクセスしにくい「水辺の樹木」

以前、繁殖コロニーやねぐらがあった場所
や、それに似た環境

③ねぐら・コロニーでの生息数を調べる

夕方、ねぐら・コロニーに戻ったカワウを数える

2007年11月20日 下曽根コロニー（甲府市）

③ねぐら・コロニーでの生息数を調べる

コロニーにヒナがいる場合

生息数にヒナは含めません（死亡率が高いため）

例）生息数250羽、巣数100個、ヒナの数180羽

ねぐら/コロニーでの個体数調査

餌場での飛来数調査

ねぐら/コロニー探し

３つのモニタリング

②

①

③
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それを地図化
すると・・・

カワウとうまく付き合う

モニタリング

個体群管理（ねぐら・
コロニーの位置）

餌場での
飛来防除対策

対策の
効率化

ねぐら・コロニーで撃つのはタブー

山本麻希先生作成

通常の散弾銃による捕獲

ねぐらAから
餌を取りに行く行動圏

半径10km

河川

×
アユの放流地点

ねぐらA

銃器捕獲は個体数管理手法ではなく、
飛来防除対策！

複数人で撃っても
1日に3羽程度

×

ねぐらAから
餌を取りに行く行動圏

ねぐらBから
餌を取りに行く行動圏

ねぐらCから
餌を取りに行く行動圏

半径10km

半径10km

半径10km

河川

湖沼

☆

アユの放流地点

ねぐらA

ねぐらC

ねぐらB

ねぐらA近くのアユの放流地点で、
飛来数を減少させたい

→ねぐらAをビニルひもで除去する

銃器捕獲以外も立派な対策です

ねぐらAが新しくできた場合、
生息数が少ない場合は、特に有効
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中禅寺湖漁協
（ヒメマス等マス類

ワカサギ）

足尾町漁協
（ヤマメ、イワナ）

カワウに吐き戻されたヒメマス

川俣湖漁協
（ヤマメ、イワナ、ワカサギ）

湯西川漁協
（ヤマメ、イワナ、ワカサギ） おじか・きぬ漁協

（ヤマメ、イワナ、アユ）

繁殖コロニー

ねぐら

採餌場所（4月の追い払いデータより）

漁協管轄境界

カワウの行動圏（半径15km）
塩原漁協
（ヤマメ、イワナ、アユ）

鬼怒川漁協＊

鬼怒川南部漁協
（ヤマメ、イワナ、アユ、ウグイ等全魚種）

＊100万円分のロケット花火で追い払い
西大芦漁協
荒井川漁協
小倉川漁協
黒川漁協
粕尾漁協
永野川漁協

栗山村漁協
（ヤマメ、イワナ、ワカサギ）

被害マップ

いつ
どこで
何羽のカワウが
何を食べている？

(2014年 栃木県作成）

コロニー除去
2014年4月5日付
下野新聞

ビニルひも

物理的障害: 飛び立つ際、邪魔で怖い

視覚： いつもと違う長いものがある

聴覚: 微風でも、ビラビラと大きな音がでる

もとのねぐら・コロニーに戻る

本当に戻ったか、要・事後調査

（やりっ放しは絶対ダメ！！）

ビニルひも

東工コーセン
(Tel: 06-6229-1600)

2,000円 / 350m巻

回収が困難なため生分解性のものを推奨

釣り道具の購入に必要な予算

5,880円竿（4.2m, おもり負荷20号）

リール（ナイロン糸5号200m巻） 1,980円

おもり（10号, 6個入り）

2011年11月 大手釣り具屋での通常価格

615円

計 8,475円
リール付き釣り竿

ナス型おもり20号

釣り糸5号

おもりを投げる
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ビニルひもと糸を結ぶ

ビニルひも釣り糸

リールを巻いて、
ビニルひもを、たぐり寄せる

ビニルひも

両端を石などで固定 湖やダム湖でも張れます

2015年7月2日中禅寺湖にて

ドローンで
ひも張り

やってはいけません

風速3m/秒（葉が常に揺れる程度）以上での飛行

風速計（1,000円程度）必携

ドローンの飛行中にプロペラを手でつかむ

流血必至

墜落リスク急増
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カワウとうまく付き合う

モニタリング

個体群管理（ねぐら・
コロニーの位置）

餌場での
飛来防除対策

対策の
効率化

カワウ一斉追払い 漁協さんへの説明会

カワウは広い範囲を移動⇒広域協議会
「カワウポータル」で検索

やりかた

前と後に必ず飛来数調査を記録、報告

4/15（火）～24（木）に特に対策を頑張る

下曽根コロニーだけは、そっとしておく

住民に迷惑をかけない

何人で何をやったか、記録、報告

1

2

3

4

5

飛来数調査表 調査終了後 FAX

漁協名： 調査地点：

調 査 日 ： 調 査 日 ：
天候   ： 天候   ：

調査時間 ： 調査時間 ：

調査者氏名 調査者氏名 

連絡先 ： 連絡先 ：

下流から 上流から 下流から 上流から

飛来方向
備考時刻

カワウ飛来数調査表

飛来方向
時刻 備考

事前調査(4/14) 事後調査(4/25)

これも提出してください

漁協名： 記入者氏名：

以下に、実施した対策、規模（日数、人数、回数、個数など）を記入してください。

実施規模 記入例

追い払い（ロケット花火等） 10日×2人

銃器による捕獲 2日×2人

釣り針による捕獲 3日×2人×2箇所

かかし 3体

防鳥テープ 5箇所

その他 防鳥用具を3個設置

その他 ねぐらを破壊した

今年の一斉追い払いを行った感想、実感、手ごたえ、問題点等 ご自由に記入してくださ

追い払い対策記録表 （要提出） FAX 055-277-3049 坪井
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結果概要

漁協名 水系 主な河川
事前飛来数

（羽）
事後飛来数

（羽）
事後-事前

（羽）

総努力量
（人、箇所、

個）

追い払い
（人）

銃器
（人）

釣り捕獲
（箇所）

防鳥テープ
（箇所）

防鳥用具
（個）

備考

峡北 富士川 釜無川、塩川 34 20 -14 260 260

山梨中央 富士川 釜無川、荒川 41 4 -37 43 35 3 5 ←旗

峡東 富士川 笛吹川 12 7 -5 105 30 20 55 ←案山子と反射板

富士川 富士川 富士川 11 2 -9 172 62 24 2 84 ←案山子とくねべ～, 銃で2羽捕

桂川 相模川 桂川 25 8 -17 515 160 140 135 80 銃で43羽捕獲

都留 相模川 桂川 21 4 -17 81 61 20 ←案山子

道志村 相模川 道志川 4 8 4 50 50

秋山 相模川 秋山川 0 0 0 10 10

河口湖 相模川 22 3 -19 45 29 10 6 ←案山子と爆音機

西湖 相模川 8 2 -6 24 24

山中湖 相模川 6 0 -6 21 20 1

計 184 58 -126 1326 741 164 135 116 170

※防鳥テープには、テグス張り等を含む

※防鳥用具には、かかし、タカくん等を含む

釜無
笛吹

富士

桂

道志

塩

34
41

12

4

2

桂
西湖

河口湖

25

22

20

4

11

7
8

21

4 8

3
2

河川名

事前飛来数
事後飛来数

飛来数変化

飛来方向

8
秋山
0 0

山中湖

0

6

9/11漁協で減少！

釜無

笛吹

富士

桂

道志

塩

桂

西湖
河口湖

多摩川（東京）

相模川
（神奈川）

実施エリア

富士川（静岡）

A　ロケット花火など
B　銃器による捕獲
C　釣針による捕獲
D　かかし
E　防鳥テープ・テグスなど
F　魚の隠れ場所設置

下曽根コロニー(400羽）

天子湖コロニー（20羽）

A
①

②

③

④

⑤

⑦

⑧

⑨⑩

⑪

A, D, E

A, D, E

A, B, D, E

A, B, C, E

A, D
AA, D, EA

銃器で43羽捕獲

銃器で2羽捕獲 山中湖

⑥
秋山A

A, E

餌場で捕獲された全ての個体を解剖

7.95%

1.35%

0.77%
5.12%

3.69%

39.02%

2.42%

0.04%

0.01%

0.09%

0.66%

0.33% 1.78%

17.06%
2.05%

1.02%

0.89%

アユ
15.74%

胃内容物重量組成

ニジマス

オイカワカジカ

カマツカ

木の実

シマドジョウ

ニゴイ

イワナ
ウグイ

アブラハヤ

アマゴ

ヘラブナ

ヤマメ

ヨシノボリ

ワカサギ

チチブ

不明

2002年-2012年4,5月
N = 160羽

2012年 山梨県での被害額

461羽×500g×15.74%×1.5ヶ月 = 1.63t

放流アユ単価 3083円 / kg 503万円

アユ放流量25.0tの6.5%

（放流～解禁）（ 4, 5月の山梨県のカワウ
の胃のアユ含有率）

（ 琵琶湖産アユの平均単価）

（ モニタリング）

モニタリングは被害額推定にも
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飛来防除新作 銃声のする花火

1本200円は高いけど
ロケット花火に慣れた
カワウには効果あり
by 河口湖漁協

火災に注意！！

まとめ

モニタリング

個体群管理
（分布、数）

餌場での
飛来防除対策

対策の
効率化
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